
南知多町教育委員会との話し合い まとめ 2015.11.5 16:00~

町教委；大森教育長、井上指導主事、 内田学校教育課長、宮地主幹兼係長

知教労；鳥居、内田、佐田

１ 超過労働解消に向けて

知；情報公開により、月 80、100 時間超の教

員のいることが確認され、実際に心身を

病んでいる教員もいる。町教委から具体

的な労働軽減案を出して各校をリードし

てほしい。その１つとして、勤務の割振

を適正に行うことがあげられるが、「泊

を伴う行事の割振」について今年度の情

報公開による調査結果を見ると、休憩時

間が適正な学校（林間学校で豊小、篠小 1

時間 45 分、師中、篠中 3 時間）と、適正

でない学校（師小 4 時間 10 分、豊中７時

間）がある。改善の進んだ学校が増えて

きているが、さらなる指導をお願いした

い。

町；「休憩」は、実質的な休憩にならなけれ

ばいけない。この資料を校長会議でも知

らせ、指導していく。また、超過勤務が

月 80 時間以上の教員の面接指導に関わる

実施要領について、校長会議で通知・確

認をした。ただ、今のところ申し出はな

い。具体的な労働軽減案を具体的には示

せないが、各学校での対応については校

長会議でお願いしている。町全体の行事

も、具体的にどう精選するかは言えない

が、検討課題としていく。担任の事務量

を減らすために、町の行事などの案内を、

ちらしは学校で配付してもらうが、学校

集約はせずに参加希望者が直接ファック

ス等で申し込むようにしてもらっている。

町；持ち時間数については、均等化が望まし

いと考える。しかし、教頭は様々な問題

への対応があり、管理職として、成績処

理を担う教科担任にはふさわしくないと

考える。校務主任は学級担任を兼務して

いる学校が多く、教務主任は、出張や欠

勤の補欠対応に追われる。担任の負担が

増長しないよう、管理職がフォローする

ようお願いしていく。

知；教頭は校長補佐の役付けであるが、学級

対応分として配当されている。授業をや

らなくてよいのではない。情報開示によ

ると、きちんと教科を持ち成績も出して

いる教頭もいるが、ＴＴが多かったり、

ＴＴのみの教頭もいる。１時間でも担任

に空き時間をつくるよう改善すべき。ま

た教務主任についても、職員の出張や欠

勤時の対応があるのはわかるが、年間を

通して授業を持つことに比べれば時間数

的には少ない。また突発的な事態であれ

ば、担任も協力する。ＴＴでおさまるの

ではなく、きちんと成績を出す授業をし

てもらいたい。

町；理解はできる。一般教員の負担増になら

ないよう校長会議等で話したい。

２ 部活動縮減に向けて

知；労働軽減の重要課題が部活動である。休

憩中や勤務時間後の部活動を、教員の自

発的な取り組みとみなして放置してきた

現状をどう改善するのか。

鳥居裁判での最高裁判断を、県教委も尊

重したいと答えている。鳥居判決の説明

①指揮命令が黙示的なものであっても、

校長の事実上の拘束力下におかれたもの

は公務である。②勤務を命ずる旨の個別

的な指揮命令がなくても、包括的な職務

命令に基づいた勤務時間外の職務遂行は

公務にあたる。③「公務の内容」の中で、

部活指導については校長の明示の職務命

令があったことは明らかと述べられてい

る。

少なくとも、勤務時間内休憩時間中の部

活は割振すべきだと考えるがどうか。

町；鳥居裁判の概要は認知している。今後校

長会議等で話題にしていく。部活によっ

て休憩時間がとれていないことが問題で

あり、休憩を交代でとったり、顧問の付

け方を考えたりしていく。勤務時間外の

部活指導は割振の対象とは思っていない。

部活動をのべつ幕なしに行っているわけ

ではない。土・日のいずれかを休みとす

る通知文について今年度 4･9 月の校長会

議で確認している。9･10 月に聞き取りを



行った結果、大会のある週以外は休みを

取っているとのことであった。両島は、

日曜日は行っていない。

知；勤務時間外の部活を割振対象としないの

であれば、勤務時間外の部活は何にあた

るのか。

町；自主的･自発的な活動である。裁判の内容

と「直結」まではいっていない。

知；裁判で結果が出ているのに直結しないと

いうのはおかしい。部活動指導は包括的

業務命令によるものなので、自主的なも

のではなく、仕事ではないのか。

判決で教師の働き方が明確にされた。割

振ができるかは別問題として、命令が下

っているのであるから、部活を職務と認

めてもらいたい。

町；裁判の判決であり、受け止めなければい

けないと思う。研究してから答えたい。

しかし社会通念上、学校に期待されてい

るものもある。

知；休憩時間中に部活を行っている現状では、

その時間に交代で休憩を取るなどあり得

ない。割振をきちんと行うべきである。

休憩時間中にいじめが起きているかもし

れない。

町；検討、勉強したいと思う。

知；土･日のいずれかを休みにする旨の通知が

町教委から出されたことにより部活動の

縮減に向けて一歩進んだ。このような町

全体での歯止めは必要である。しかし、

知教労としては、基本的には部活動を学

校から切り離すべきだと考えている。幅

広い活動を子どもたちにという願いはわ

かるが、それをすべて教員の超過労働で

賄うというのは間違っている。抜本的に

は、試合のあり方やの内申書に部活の成

績を載せる問題を解決していかねばなら

ないが、市町単位からでも、やるべき事

を発信し、改善につなげてもらいたい。

３ 学校統廃合について

知；町議会において、教育長が「アンケート

などを実施して、子どもたちにとってよ

りよい教育環境の整備に努めていく。」

と答えている。行政主導で強引に進めな

いということでよいか。（町；同意）ま

た、既に統廃合が行われた小学校で、統

合当初２学級だった学年が児童数減のた

めに１学級となり、36 ～ 40 人になった

学級はあるか。そこへの対応はどうなっ

ているか。

町；内海小の 5 年が 40 人、6 年が 36 人。豊

小の 5 年が 40 人である。教員の加配はで

きない。目的は違うものの学習生活支援

員が入っている。

支援員については 5 年で予算を 430 万か

ら 1600 万円へと４倍にした。知多の平均

が児童 180 人に１人の割合であるのに対

し、南知多町では児童 76 人に１人。でき

る範囲でやっている。他地区に比べて南

知多町は児童生徒一人あたりの教育予算

はかなり多い。激しい人口減が予想され、

将来にわたって継続していけるかが厳し

い状況である。

町；小学校の統合については、学年平均 10 人

が予想される時点で統合の検討を始める。

師小は、平成 32 年度に 58 人になる予測

がある（出生した人数からの試算によ

る）。

中学校を 1 つにする構想は、新しい中学

校をつくることになり、地元の声だけで

は、どこにつくるかなどの一致に困難が

予想される。子ども、保護者、教員の意

見も聞いて進める必要がある。構想は一

中学校だが、島の生徒がそれでよいのか

は課題である。義務教育小中一貫校につ

いても研究し、どういうあり方がよいか

を共に考えていきたい。

知；地域における学校の役割もあり、小規模

校の良さもある。よく話し合い、住民と

合意して進めるという南知多のやり方で

進めていってほしい。

４ その他

知；12 月より 50 人以上の職場に義務づけら

れるメンタルヘルスチェックはどうなっ

ているか。

町；南知多町は、50 人以上の学校はないが、

全教職員に対し行う予定で予算要望する。

知；豊浜中の 80 時間超の職員が非常に多いの

で、調査をしてほしい。

以上


